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ルーローの三角形 

 

 半径１２㎝で中心角が６０度のおうぎ形を３個ぴったり組み合わせて，下の図の図形Ｒを作り，直線Ｌ上

を矢印の向きにすべることなく回転させます。円周率を３.１４として，以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）図形Ｒを６０度回転させたときに，図形Ｒが通過した部分のまわりの長さを求めなさい。 

 

 

（２）図形Ｒを１２０度回転させたときに，図形Ｒが通過した部分のまわりの長さを求めなさい。 

 

 

（３）図形Ｒが通過した部分のまわりの長さが８４.７８㎝になったときの，図形Ｒが通過した部分の様子

を定規やコンパスを用いずに，下の図にかきなさい。また，図形Ｒが何度回転しているか，答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

Ｌ 

Ｒ 

Ｌ 

Ｒ 
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ルーローの三角形 （１）５０.２４㎝ （２）６２.８㎝ （３）２２５度，図は解説の図⑤参照 

 

（１）図①のようになるので，１２×２×３.１４×
６０

３６０
×４＝５０.２４（㎝）です。 

 

（２）図②のようになります。２か所ある直線部分の長さはどちらもおうぎ形の弧の長さに等しいので， 

  １２×２×３.１４×
６０

３６０
×５＝６２.８（㎝）です。 

 

   図①                 図② 

 

 

 

 

  

最難関問題 

Ｌ Ｌ 
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（３）８４.７８＝２７×３.１４です。図形Ｒが１８０度回転したときに通過した部分のまわりの長さは，

図③のように（２４×３.１４）㎝になるので，ここから続きを考えます。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

 

 

   図④において，□＝３×３.１４となるときに，まわりの長さは， 

（２４＋３）×３.１４＝２７×３.１４（㎝）となります。 

 

   図④ 

 

 

 

 

 

 

 

１２×２×３.１４×
〇

３６０
＝３×３.１４となるのは，○＝４５のときなので，回転した角度は 

１８０＋４５＝２２５（度）で，通過した部分の様子は図⑤くらいがかかれていれば正解です。 

 

   図⑤ 

 

 

 

最難関問題 

Ｌ 
（８×３.１４）㎝  （８×３.１４）㎝  （８×３.１４）㎝ 

Ｌ 

（４×３.１４）㎝ 

（８×３.１４）㎝  （８×３.１４）㎝ 

（４×３.１４－□）㎝ 

□㎝ 

□㎝ 

Ｌ 


